
 

 

 

 

 

 

 

「仲間とともに頑張りあえる学校」 

校長 川崎 勝久 

  ３５日間の夏休みを終え、花園小学校では、本日より子

供たちが登校して参りました。今年の夏は全国的に暑いだ

けではなく、台風６号、７号が日本を直撃するなど、天候が

不安定な日が多かったです。せっかく４年ぶりに行動制限

がない夏休みでしたが、何らかの影響を受けられたご家

庭もあったのではないでしょうか。それでも児童一人一人

の様子を見ていると、どの子も夏休み中、充実した時間を

たくさん過ごしたことがうかがえます。 

 さて、夏のスポーツのハイライトの一つに、全国高校野球

選手権大会があります。とても暑い中、連日熱戦が繰り広

げられ、観戦していると、どちらのチームにも勝たせたいと

いう思いにさせられます。甲子園にかける、高校球児一人

一人の思いは大変なものがあると思います。しかし頑張っ

ているのはグランドにいる選手たちだけではありません。

ある学校の女子マネージャーは記録員としてベンチに入り、

誰よりも大きな声で選手たちを鼓舞している姿がテレビに

映し出されていました。試合に負けてしまった後に泣きな

がら選手と一緒に甲子園の土を集めていた姿が心に響き

ました。自分の目標のために頑張ることはもちろん大事で

すが、「仲間と一緒に」「仲間のために」を目標に向かって

いくと、更に力が発揮されます。高校野球等を見ていて感

動するのは、仲間のためにも頑張っているという気持ちが

感じられるからだと思います。 

 花園小学校では「地域の中で、仲間とともに、意欲的に

活動し、生きる力を身に付ける学校」を合言葉に、地域の

中で１年から６年まで関わり合いながら成長していくことを

目指しています。子供たち一人一人が目標をもち、それを

達成していくために、相手のことを思いやりながら、みんな

で頑張りあえる学校にしていきたいと思います。 

 ２学期も本校の教育活動にご理解とご支援をよろしくお

願いいたします。 

 

 

        

        

 

 

生活目標 ８・９月 

仲良く遊ぼう 
 

新宿区立花園小学校 学校だより 

第３１４号 令和５年８月 

 

子供たちの 笑顔いっぱい 

日々の様子はこちらから 

避難訓練について 

生活指導部 

本校では、年間を通して地震・火災・不審者対応

など様々な場面を想定した避難訓練を幼稚園とと

もに計画的に行っています。コロナ禍では、中々全

校が集まっての訓練が出来ていませんでしたが、昨

年度から感染症対策を行いながら全校で取り組ん

でいます。 

２学期は引き渡し訓練や地域防災訓練、新宿御

苑への二次避難、起震車体験などを予定していま

す。 

様々な訓練を通して、防災意識を高め、自分の身

を自分自身で守ることが出来る児童の育成を目指

していきます。 

 

給食について 

栄養士 

「ご馳走様でした！美味しかったです！また作っ

てください！！」と給食のワゴンを戻す子供たちが、

調理員さんに大きな声で挨拶をしています。給食室

への感謝の気持ちが伝わる嬉しいひと時です。 

給食は「安全安心で美味しい」をモットーに、日々

取り組んでいます。化学調味料を使わず、鰹節や鶏

ガラと野菜でとる出汁。そこにシンプルな調味料で

味付けをする汁物。毎朝届く新鮮な野菜。旬の食材

を取り入れた給食を「体感」してほしいと願いを込

めています。また、新宿区と友好提携都市の長野県

伊那市の農産物も登場しています。弾力と旨味の

ある米、採れたてのアスパラ、秋はリンゴなどの果

物を伊那市より取り寄せる予定です。また、４年ぶ

りに PTA 主催の給食試食会を９月１４日（木）に行

い、花園小学校の給食についてお話をする予定で

す（申し込みはすでに終了しています）。今後も「給

食大好き」と子供たちが喜ぶ魅力ある給食を提供し

ていきます。 

 

夏季休業中から、４階の教室増設工事を行っています。

完了するのは１０月末の予定です。教育活動にはできるだ

け支障がないように致しますので、どうかご理解をよろしく

お願いいたします。また、前期の学校評価の提出ありがと

うございました。概ね８０％以上の肯定的な評価となってい

ました。いただいた自由意見等につきましては、今後の教

育活動に活かすようにしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜６月学校公開 保護者の方の感想より＞ 

・普段の学校での様子や学習内容を見られたので、家庭

での関わりを見直すきっかけを得られました。 

・本人なりに一生懸命に楽しそうに授業を受けている様

子に少し安心しました。休み時間も友達とスクールパー

クへ行って走り回っていてとても元気の良いクラスだな

あと感じました。 

・子供たちの参加型の授業でとてもよかったと思います。

人数がとても少ない学校だけに、より深いコミュニケー

ションがとれているように思えました。 

・交流音楽では、難しいリコーダーの曲を発表するよう

になっていたようで自宅で毎日毎日うまく弾けるように

練習している成果が出て、とても上手に演奏できている

姿を見学できました。 

 

 
 

 

 

＜教室の窓①＞ 音楽室から 
音楽専科 

 マスクを外して歌えるようになって数か月・・・色々なこと

を感じています。息をいっぱい吸い込めます。口を大きく

動かせます。これではっきりした言葉で声を響かせること

ができます。でも、何よりも、顔の表情が歌をグンと引き立

てます。音楽専科としては本当にうれしい限りです。子供

たちの輝く顔と歌声が響く音楽室が戻ってきて幸せです。 

 音楽朝会もしかりです。１学期の終わりに、全校で『ケチ

ャ』を楽しみました。ケチャといっても、バリ島の伝統芸能

をアレンジして、「チャ」の付く言葉を学年ごとに重ねて遊

んだのですが、言葉のもつリズムの楽しさを感じることが

できました。９月の音楽朝会では、「夏の日の贈りもの」と

いう二部合唱曲を歌います。ちょっと難しい言葉ですが、

美しい言葉の響きといろいろな音の重なりを感じられる

曲です。アリーナいっぱいに広がる歌声で、夏の思い出

を表現できるでしょうか。２学期もたくさん、声を重ねてい

きます。 

＜教室の窓②＞ 図工室から 
図画工作専科 

 花園小学校の図工室で子供たちと図工の授業を始めて

から４か月が経ちました。光あふれる窓からは、大きな欅

の木が風にそよぐのが見えます。 

３年生が「ふしぎなたね」の絵をかいている時に、急な

雨が降り出しました。窓際の子供たちの絵には、上の方に

美しい雨が現れました。一人一人、色も形も現れ方もみ

んな違う雨たち…子供たちは身の回りに起きていること

や友達とのやりとりなど様々なことをしなやかな感性で受

け止め、豊かに表現します。花園小学校の子供たちの素

直で伸びやかな心や感性は、作品に表情豊かに現れてき

ます。 

１１月の展覧会では、一人一人の感性の輝きをぜひ楽

しんで見てください。 


